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令和５年度市町村普通会計決算の概要 

以下のとおり、鳥取県内市町村の普通会計決算の状況を取りまとめました。 
 

歳入歳出ともに令和２年度以来３年ぶりに対前年度比で増加したことにより、令和２年度、

令和３年度に次ぐ過去３番目の歳入歳出規模となりました。これは、新型コロナウイルス感

染症対策経費が減少した一方で、物価高騰対策経費が増加したことによるものです。 
 

歳入総額  ３，７３４億５百万円（＋２９億９百万円） 

歳出総額  ３，６２６億６４百万円（＋４３億５２百万円） 

１ 歳入 

【増要因】 

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

の増 

・緊急防災・減災事業債、過疎対策事業債の

増 

・財政調整基金繰入金の増、減債基金繰入金

の増 

 

【減要因】 

・新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金

の減 

・子育て世帯・住民税非課税世帯への臨時特

別給付事業費補助金の減 

２ 歳出 

【増要因】 

・低所得世帯に対する物価高騰支援給付金の

増 

・防災行政無線更新事業（倉吉市）やふなの

えこども園・成美地区公民館建設事業（琴浦

町）による普通建設事業費の増 

 

【減要因】 

・令和３年７月豪雨に係る災害復旧事業費の

減 

・新型コロナウイルス感染症対策に係る制度

融資の減等による貸付金の減 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細は別紙のとおりです。 

区  分 令和５年度 令和４年度 対前年度増減 

実質収支 ７９億９９百万円 １０１億５０百万円 ▲２１億５１百万円 

実質単年度収支 ▲１３億２２百万円 １７億５３百万円 ▲３０億７５百万円 

区  分 令和５年度 令和４年度 対前年度増減 

経常収支比率 ８９．６％ ８８．５％ １．１ 

区  分 令和５年度 令和４年度 対前年度増減 

 地方債現在高 ３,１５０億７９百万円 ３,２１２億４６百万円 
▲６１億６７百万円 

（▲１.９％） 

 
地方債現在高 

(臨時財政対策債除く) 
２,２４８億１８百万円 ２,２２４億７９百万円 

２３億３９百万円 

（１．１％） 

(1) 実質収支 ７９億９９百万円の黒字（２１億５１百万円減少） 

実質単年度収支 １３億２２百万円の赤字（３０億７５百万円減少） 

 

(2) 実質収支が赤字の団体は、なかった（令和４年度もなし）。 

(1) 経常収支比率 ８９．６％（１．１ポイント上昇） 

(1) 地方債現在高 ３,１５０億７９百万円（６１億６７百万円減少） 

 

(2) 地方債現在高（臨時財政対策債除く） ２,２４８億１８百万円（２３億３９百万円増） 

３ 決算収支 

４ 財政構造の弾力性 

５ 地方債現在高 


